
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  貸家の敷地の評価 

Ｑ：借家人が立ち退いた後、空き家になっ

ている家屋の敷地は、貸家建付地として評価

することができますか？ 

 

Ａ：自用地で評価します。 

【解説】 

貸家建付地の評価をする宅地は、借家権の目

的となっている家屋の敷地の用に供されてい

るものに限られます。したがって、以前は貸家

であっても空き家となっている家屋の敷地の

用に供されている宅地は、自用地価額で評価し

ます。また、その家屋がもっぱら賃貸用として

新築されたものであっても、課税時期において

現実に貸し付けられていない家屋の敷地につ

いては、自用地としての価額で評価します。 

また、その家屋が社宅用に利用されている場

合については、社宅が一般の家屋の賃貸借と異

なり賃料が極めて低廉であること、使用関係が

従業員の身分を保有する期間に限られるなど

の理由から、一般的に借地借家法の適用はない

とされています。したがって、社宅の敷地の用

に供されている宅地については、貸家建付地の

評価は行わず、自用地評価をすることになりま

す。 

なお、アパートなどで、一時的に空室になっ

ているが、それまでは継続的に賃貸されており、

課税時期においてたまたま、賃貸されていなか

ったと認められる部分については、実際に賃貸

されている部分の床面積に加えて計算するこ

とが認められています。 
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